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第 2 四半期業績予想と実績値との差異並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 27 年 1 月 8 日に公表しました平成 27 年 8 月期第 2 四半期累計期間の業績予想と、本日公表の実績

値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年 1 月 29 日に公表した平成 27 年 8 月期通期業績予想を、下記

の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1． 第 2四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

 

平成27年 8月期第2四半期(累計)連結業績予想数値と実績値との差異（平成26年 9月 1日～平成27年 2月 28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

 

前回発表予想(A) 

百万円

6,265

百万円

324

百万円

259

百万円 

381 

円 銭

17.32

実績値(B) 6,302 451 379 523 23.74

増減額(B-A) 37 127 120 142 

増減率(%) 0.6 39.2 46.3 37.3 

(ご参考)前期第 2四半期実績 
(平成 26 年 8月期第 2四半期) 

7,264 136 191 △160 △7.26

 

平成27年 8月期第2四半期(累計)個別業績予想数値と実績値との差異（平成26年 9月 1日～平成27年 2月 28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

 

前回発表予想(A) 

百万円

6,229

百万円

293

百万円

234

百万円 

356 

円 銭

16.18

実績値(B) 6,253 410 348 493 22.37

増減額(B-A) 24 117 114 137 

増減率(%) 0.4 39.9 48.7 38.5 

(ご参考)前期第 2四半期実績 
(平成 26 年 8月期第 2四半期) 

7,170 75 83 216 9.83

 

業績予想と実績値との差異の理由 

 売上高につきましては、安定的な生産体制により前期末の受注残を中心に売上計上したことや、部品販

売及び新製品である太陽光発電システムの検査装置が業績に寄与したことで、概ね予定どおり推移しまし

た。 

利益につきましては、生産部門の最適な配置転換や工場稼働率の向上に加え、受託加工事業におけるロ



ス率の大幅な低減等による原価及び費用の削減が進んだことや、部品の販売が増加したことで、計画以上

の利益を確保することができました。 

 なお、連結業績及び個別業績とも同一の理由によるものであります。 

 

 

2． 通期業績予想の修正 

 

平成 27 年 8月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 9月 1日～平成 27 年 8 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円

9,695

百万円

431

百万円

270

百万円 

385 

円 銭

17.49

今回修正予想(B) 9,550 577 412 537 24.38

増減額(B-A) △145 144 142 157 

増減率(%) △1.5 33.9 52.6 39.5 

(ご参考)前期実績 
(平成 26 年 8月期) 

15,696 467 443 124 5.65

 

 

平成 27 年 8月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年 9月 1日～平成 27 年 8 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円

9,646

百万円

391

百万円

241

百万円 

356 

円 銭

16.18

今回修正予想(B) 9,484 532 378 503 22.85

増減額(B-A) △162 141 137 147 

増減率(%) △1.7 36.1 56.8 41.3 

(ご参考)前期実績 
(平成 26 年 8月期) 

15,573 379 310 478 21.70

 

修正の理由 

 売上高につきましては、個別案件毎に直近の状況を精査し直したところ、前回発表予想から若干の落ち込みは

あるものの、概ね予定どおりに推移する見込みであります。 

 利益につきましては、太陽光発電システムの検査機器及びメンテナンスサービスに係る販促活動を強化するた

め、販売管理費等の費用の上乗せを見込んでおりますが、今までの継続的な原価削減効果に加え、第 2四半期累

計期間で計画以上の利益を獲得したことが影響し、前回発表予想を上回る見込みであります。 

 なお、連結業績及び個別業績とも同一の理由によるものであります。 

 

（注）上記予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


